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改正障害者差別解消法の施行
に向けて



障害者の状況

厚生労働省の調査によると、我が国の障害者数の概数は、
身体障害者（身体障害児を含む。）436万人
知的障害者（知的障害児を含む。）109万４千人
精神障害者 614万８千人
これを人口千人当たりの人数でみると、
身体障害者は34人、知的障害者は９人、精神障害者は
49人となる。
複数の障害を併せ持つ者もいるため、単純な合計にはな
らないものの、
国民のおよそ9.2％が何らかの障害を有していることにな
る。また、いずれの区分も障害者数は増加の傾向にある。



「障害者差別解消法」の概要

 全ての国民が、障害の有無によって分け
隔てられることなく、相互に人格と個性
を尊重し合いながら共生する社会を実現
するためには、日常生活や社会生活にお
ける障害者の活動を制限し、社会への参
加を制約している社会的障壁を取り除く
ことが重要である。



障害の「社会モデル」とは



「改正障害者差別解消法」の概要



「つながり・支え合い」のある地
域共生社会の実現を目指して

 引きこもり

 ８０５０問題

 ヤングケアラー

 ひとり親

 セルフ・ネグレクト

 種々の問題を抱え
る女性

 生活困窮

 介護

 障害

 子育て

 健康



「つながり・支え合い」のある地
域共生社会の実現を目指して



地域共生社会の実現を
目指す動きを阻害する
要因はないのか？

残念ながらあります。その典型例、施設コンフリクトについて
考えましょう



施設コンフリクト

 施設コンフリクトは、「社会福祉施設の新設
などにあたり、その存立が地域社会の強
力な反対運動に遭遇して頓挫したり、ある
いはその存立の同意と引き換えに大きな
譲歩を余儀なくされたりする施設と地域と
の間での紛争事態」と概念づけられている。



パオみのお移転問題 2002年
 パオみのおは精神障害者地域生活支援セン
ター

 移転先建物賃貸借契約締結。改装工事着手

 「地域の環境を考える会」が移転反対ビラ
 （1）不特定多数の市民が多い桜井は場所が不適当。

 （2）付属池田小学校のような事件が起きる心配がある。

 箕面市、大阪府、施設側が繰り返し説明会を開く

 たまたま移転先建物に違法性判明

 移転先を市の持ち物である旧保健所支所に







小野原西障害者生活介護事業
所開設問題 2021年から

 箕面市が3回以上の説明会を開く

 なぜこの場所が選ばれたのか

 事業計画が不明瞭、説明不足、議会で承認され
たからといって住民が承諾したわけではない

 障がい者施設を重度障がい者施設と説明が変
わった

 大声を出されて怖かった

 障がい者施設としてふさわしい場所でない



反対住民の意見・感情

 何するかわからない、危険でこわい

 犯罪が多い

 トラブルになってからでは遅い・だれも責任を
取ってくれない

 異様な雰囲気・大声を出す

 生理的に嫌悪感

 総論賛成、各論反対

 あなたたちが住む場所はここじゃないだろう

 あなたたちにふさわしい場所に住むべきだ



恐怖感・嫌悪感はどこから？

 知らないことだからです

 今までの似たような体験から類推

 家族、親しい人、先輩、同僚などからの情
報をもとに作られる

 生半可な理解の仕方

 要は、事実・実態をきちんと把握する前の、
いわば原始感情反応です



「つながり・支え合い」の
ある地域共生社会の実
現を目指して

行政（国、府、市）はこう言っているのに、個人のレベルにな
ると障害者、引きこもり、生活困窮者、ひとり親、被虐待児な
ど弱者に対し自分勝手の偏狭な理解から、自分たちの社会
から排除しようとしている。根底にある考えは自己責任論で
ある。

実態を知らないからです。各状況をきちんと学びましょう。



精神障害・知的障害以外でも

 京都に「救護施設」計画、「施設コンフリクト」に
（2019年）

 東京都港区では児童相談所を核とした複合施
設の設置をめぐり、一部の住民等が反対を主
張する事態に発展した（2018年）



精神障がい者とは

 精神保健福祉法の対象とする精神障害者
は、統合失調症、精神作用物質による急
性中毒又はその依存症、知的障害、精神
病質その他の精神疾患を有する者です
（第5条）。

厚生労働省「知ることから始めよう みんなのメンタルヘル
ス」から抜粋



精神障がい者とは 厚労省のページから

 精神障害者保健福祉手帳で対象となるのは
全ての精神障害（ICD-10 F分類、G４0）です
 統合失調症

 うつ病、そううつ病などの気分障害

 てんかん

 薬物依存症

 高次脳機能障害

 発達障害（自閉症、学習障害、注意欠陥多動性障害等）

 そのほかの精神疾患（ストレス関連障害等）

 ただし、知的障害があり、上記の精神障害がない方について
は、療育手帳制度があるため、手帳の対象とはなりません。
（発達障害と知的障害を両方有する場合は、両方の手帳を受
けることができます。



内閣府の発表
障害者の全体的状況では

 精神障害者数は、医療機関を利用した精神疾
患のある患者数を精神障害者数としている

 精神疾患による日常生活や社会生活上の相当
な制限を継続的には有しない者（精神障害健
康福祉手帳を持たないもの）も含まれている
可能性がある。



精神疾患を有する患者数の推移
単位：万人 厚労省ホームページより
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厚生労働省「患者調査」（2020年）

より 厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部

 注１）2011年の調査では宮城県の一部と福島県を
除いている。

 注２）2020年から総患者数の推計方法を変更して

いる。具体的には、外来患者数の推計に用いる平
均診療間隔の算出において、

前回診療日から調査日までの算定対象の上限を
変更している（2017年までは31日以上を除外して
いたが、2020年から
は99日以上を除外して算出）。



疾病別外来受療率の推移



疾患別受療率 人口10万人あたり

入院 外来 合計
悪性新生物 107 101 208
糖尿病 34 155 189
統合失調症，統合失調症型障害 172 38 210

平成11年

令和2年 入院 外来 合計
悪性新生物 100 196 296
糖尿病 12 170 182
統合失調症 113 40 153
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		受療率:人口10万人あたり ジュリョウリツジンコウマンニン

				入院 ニュウイン		外来 ガイライ		合計 ゴウケイ

		悪性新生物		107		101		208

		糖尿病		34		155		189

		統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害 トウゴウシッチョウショウトウゴウシッチョウショウ		172		38		210

		気分［感情］障害（躁うつ病を含む）		18		30		48

		神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害		6		34		40





受療率

		第２－７７表　受療率，入院－外来×性－年齢階級×傷病大分類別

		（単位：人口１０万対）																																																																										平成８年（１９９６）

		傷病大分類		入院

		（ＩＣＤ－１０）		総数		男		女		０歳		１～４		５～９		１０～１４		１５～１９		２０～２４		２５～３４		３５～４４		４５～５４		５５～６４		６５～６９		７０～７４		７５～７９		８０～８４		８５歳		６５歳以上

																																						以上		（再掲）

		総数		1,176		1,133		1,218		1,513		218		160		146		196		309		488		577		935		1,567		2,222		3,027		4,400		6,460		10,098		4,058

		I感染症及び寄生虫症		28		34		23		42		9		6		4		5		11		11		13		23		42		63		83		103		131		137		91

		腸管感染症		4		3		4		8		5		3		3		2		3		3		2		2		3		5		6		9		16		17		8

		結核		9		13		6		-		-		0		0		1		3		3		4		9		15		23		30		39		49		39		32

		皮膚及び粘膜の病変を伴うウイルス疾患		2		2		2		3		2		0		0		1		1		1		1		1		2		6		7		8		11		14		8

		真菌症		0		1		0		-		0		-		-		0		0		0		0		0		1		1		2		2		3		3		2

		その他の感染症及び寄生虫症		13		15		11		31		2		2		1		2		4		5		7		11		21		29		38		45		53		65		40

		II新生物		134		145		122		18		15		9		11		11		14		22		55		121		233		381		474		540		569		568		474

		（悪性新生物）		107		122		92		9		11		7		7		7		7		11		32		86		194		321		401		459		492		500		404

		胃の悪性新生物		19		26		13		0		-		0		0		-		0		1		5		12		34		59		75		98		111		110		81

		結腸及び直腸の悪性新生物		15		16		13		-		0		-		-		0		0		1		2		10		27		45		55		66		90		91		61

		気管，気管支及び肺の悪性新生物		14		20		8		-		0		-		0		0		0		0		3		9		22		50		66		76		63		57		61

		その他の悪性新生物		59		60		58		8		11		7		7		7		6		9		23		55		111		167		204		219		228		243		201

		良性新生物及びその他の新生物		27		24		30		10		4		2		3		4		7		11		23		35		40		60		73		80		77		68		70

		III血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害		5		4		6		8		4		5		2		2		3		3		2		3		5		8		12		19		33		52		18

		貧血		3		2		4		2		1		1		1		1		1		2		1		2		3		5		9		14		27		46		14

		その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害		2		2		2		6		4		4		2		1		1		1		1		1		2		3		3		5		6		5		4

		IV内分泌，栄養及び代謝疾患		40		35		45		14		3		3		6		4		4		7		13		31		60		91		123		195		258		296		157

		甲状腺障害		2		1		3		1		0		0		1		0		1		1		2		2		2		3		3		6		9		12		5

		糖尿病		34		30		37		2		0		1		1		2		2		4		10		26		54		80		111		174		222		237		137

		その他の内分泌，栄養及び代謝疾患		4		4		5		11		2		2		4		2		1		1		2		3		4		8		9		15		27		48		16

		V精神及び行動の障害		259		280		238		5		1		3		11		28		62		127		254		398		493		452		422		453		600		940		507

		精神分裂病，分裂病型障害及び妄想性障害		172		194		151		1		0		1		2		15		44		95		203		321		370		300		226		150		99		61		208

		気分［感情］障害（躁うつ病を含む）		18		15		21		-		-		-		0		1		4		7		13		20		33		44		54		54		52		37		49

		神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害		6		5		7		3		0		0		3		4		4		6		6		5		7		9		10		14		15		13		11

		その他の精神及び行動の障害		63		67		60		1		1		2		6		8		10		20		32		51		83		99		132		235		434		828		239

		VI神経系の疾患		53		49		56		22		18		25		28		30		29		34		32		32		54		83		127		190		273		326		159

		VII眼及び付属器の疾患		11		9		14		3		2		2		1		1		2		2		3		5		13		31		53		70		74		61		52

		白内障		7		5		10		-		0		-		0		0		0		0		0		2		7		20		41		60		62		53		41

		その他の眼及び付属器の疾患		4		4		4		3		2		2		1		1		1		2		2		3		6		11		12		10		12		8		11

		VIII耳及び乳様突起の障害		3		2		3		2		1		2		1		0		1		1		2		3		5		5		6		7		11		5		6

		外耳疾患		0		0		0		-		0		0		0		0		0		-		0		0		0		0		0		0		0		-		0

		中耳炎		1		1		1		1		1		1		0		-		0		0		0		1		1		1		0		1		0		0		1

		その他の中耳及び乳様突起の疾患		0		0		0		-		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		1		0		0		0

		内耳疾患		1		1		2		0		-		-		-		0		0		0		1		1		2		3		4		5		11		4		5

		その他の耳疾患		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		1		1		1		1		1		1		0		0		1

		IX循環器系の疾患		259		214		303		14		2		2		3		3		4		8		22		77		247		482		800		1,457		2,616		4,851		1,398

		高血圧性疾患		23		12		34		0		0		0		0		0		0		1		1		5		13		29		60		125		266		598		135

		（心疾患（高血圧性のものを除く））		53		46		59		7		1		1		1		1		2		2		6		18		52		101		162		281		504		968		277

		虚血性心疾患		26		25		26		1		0		0		-		0		0		1		3		11		32		58		87		142		217		372		129

		その他の心疾患		27		21		33		7		1		1		1		1		1		1		3		7		21		43		75		138		287		596		148

		（脳血管疾患）		172		140		201		6		1		1		1		1		1		3		10		45		163		322		535		998		1,774		3,201		938

		脳梗塞		121		99		142		2		0		0		0		0		0		1		3		16		82		204		373		763		1,405		2,584		711

		その他の脳血管疾患		50		41		59		4		1		1		1		1		1		2		8		29		81		118		162		234		369		617		226

		その他の循環器系の疾患		12		15		9		0		0		1		1		1		2		3		4		9		18		31		43		55		72		83		48

		X呼吸器系の疾患		53		61		45		93		93		45		24		16		16		15		12		16		38		89		149		252		362		555		210

		急性上気道感染症		2		2		2		15		8		2		0		2		3		2		1		1		1		1		1		2		2		4		2

		肺炎		17		19		15		19		21		10		4		3		2		4		4		4		11		25		42		81		144		263		76

		急性気管支炎及び急性細気管支炎		1		1		1		6		4		1		0		0		1		0		0		0		1		1		4		4		7		16		4

		気管支炎及び慢性閉塞性肺疾患		7		9		5		8		3		1		0		0		0		0		0		1		4		15		26		51		73		105		40

		喘息		13		13		13		23		51		27		18		6		3		3		3		4		8		18		31		51		64		76		38

		その他の呼吸器系の疾患		13		17		9		21		5		3		1		5		7		6		4		6		13		28		46		62		73		90		50

		XI消化器系の疾患		73		84		62		27		9		8		11		13		20		27		41		69		109		148		199		257		336		465		233

		う蝕		0		0		0		-		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		-		-		0

		歯肉炎及び歯周疾患		0		0		0		-		-		-		0		-		0		0		0		0		0		0		0		0		-		-		0

		その他の歯及び歯の支持組織の疾患		0		0		0		-		-		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		-		0		0

		胃潰瘍及び十二指腸潰瘍		12		15		10		0		0		0		0		1		3		4		7		13		17		20		33		45		72		100		42

		胃炎及び十二指腸炎		2		2		3		0		0		1		0		0		1		1		1		1		2		3		6		13		19		33		10

		肝疾患		18		23		14		5		0		0		1		1		2		4		9		21		38		46		50		55		61		77		53

		その他の消化器系の疾患		39		44		35		22		8		7		9		10		12		18		23		34		52		78		109		143		184		256		127

		XII皮膚及び皮下組織の疾患		6		5		6		6		3		2		1		2		4		3		3		4		7		8		15		20		30		43		18

		XIII筋骨格系及び結合組織の疾患		61		42		78		10		6		8		8		10		15		19		26		43		75		121		192		267		362		550		234

		炎症性多発性関節障害		9		3		15		0		1		1		1		0		1		1		2		5		14		25		41		48		58		71		42

		脊柱障害		27		27		27		1		0		0		2		4		8		12		16		23		34		51		74		105		156		232		96

		骨の密度及び構造の障害		4		1		7		-		0		0		0		0		0		0		0		1		1		4		10		26		57		116		26

		その他の筋骨格系及び結合組織の疾患		20		11		28		9		5		6		5		5		6		6		8		14		25		42		67		88		91		132		71

		XIV尿路性器系の疾患		34		37		32		17		8		8		6		6		9		11		13		22		46		76		111		157		191		241		129

		糸球体疾患，腎尿細管間質性疾患及び腎不全		23		23		23		7		5		7		6		4		5		4		6		14		33		53		76		109		131		161		88

		乳房及び女性性器の疾患		3		0		5		2		-		-		0		1		2		5		3		2		2		4		4		3		2		5		4

		その他の尿路性器系の疾患		9		14		4		8		3		1		1		1		2		2		4		5		11		20		32		45		57		75		37

		XV妊娠，分娩及び産じょく		21		・		41		・		・		・		-		3		41		108		20		0		-		-		-		-		-		-		-

		流産		1		・		2		・		・		・		-		0		3		4		1		0		-		-		-		-		-		-		-

		妊娠中毒症		1		・		2		・		・		・		-		0		3		5		1		0		-		-		-		-		-		-		-

		単胎自然分娩		7		・		13		・		・		・		-		1		13		35		6		0		-		-		-		-		-		-		-

		その他の妊娠，分娩及び産じょく		13		・		25		・		・		・		-		2		23		65		12		0		-		-		-		-		-		-		-

		XVI周産期に発生した病態		5		6		5		557		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		XVII先天奇形，変形及び染色体異常		6		6		5		132		24		11		7		6		3		3		3		2		2		3		3		3		3		3		3

		XVIII症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの		17		16		18		28		8		4		5		4		6		7		7		11		19		31		44		66		90		140		58

		XIX損傷，中毒及びその他の外因の影響		93		95		92		8		9		17		16		48		52		45		47		71		111		146		208		335		513		856		305

		骨折		58		50		66		2		4		11		9		25		24		22		23		38		62		87		139		240		400		696		222

		その他の損傷，中毒及びその他の外因の影響		35		45		25		6		5		6		7		23		28		24		24		32		49		59		69		95		113		159		84

		XX健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用		14		8		20		506		2		0		0		2		13		33		7		5		6		4		6		11		9		9		7

		正常妊娠・産じょくの管理		6		・		12		・		・		・		-		2		12		31		5		0		-		-		-		-		-		-		-

		歯の補てつ		0		0		0		-		-		-		-		-		-		0		0		0		0		0		-		0		-		-		0

		その他の保健サービス		8		8		8		506		2		0		0		0		1		1		3		5		6		4		6		11		9		9		7

		傷病大分類		外来

		（ＩＣＤ－１０）		総数		男		女		０歳		１～４		５～９		１０～１４		１５～１９		２０～２４		２５～３４		３５～４４		４５～５４		５５～６４		６５～６９		７０～７４		７５～７９		８０～８４		８５歳		６５歳以上

																																						以上		（再掲）

		総数		5,824		5,080		6,539		5,872		5,706		3,834		2,150		1,916		2,562		3,271		3,553		4,932		8,110		11,940		15,659		17,073		16,049		13,785		14,509

		I感染症及び寄生虫症		168		166		170		302		248		157		91		59		87		114		124		151		249		356		327		279		199		152		297

		腸管感染症		26		26		26		122		86		50		39		24		22		24		20		14		17		21		16		20		15		19		19

		結核		5		7		4		1		3		1		1		2		3		2		3		5		8		14		19		16		15		16		16

		皮膚及び粘膜の病変を伴うウイルス疾患		29		26		31		120		99		67		36		13		18		19		15		17		25		33		48		44		31		33		39

		真菌症		36		27		44		33		7		3		7		12		29		40		39		46		45		59		57		53		39		30		52

		その他の感染症及び寄生虫症		72		80		65		26		53		35		9		9		16		29		46		68		155		228		187		145		99		54		171

		II新生物		153		142		164		23		11		8		11		15		25		42		95		177		264		413		504		523		474		351		459

		（悪性新生物）		101		104		98		3		2		3		2		3		4		10		37		98		184		318		400		423		390		292		365

		胃の悪性新生物		23		30		16		-		-		-		-		0		0		1		5		16		39		77		106		124		107		75		97

		結腸及び直腸の悪性新生物		19		21		17		1		0		-		-		-		0		1		4		13		39		65		84		75		81		60		73

		気管，気管支及び肺の悪性新生物		7		10		4		-		0		-		-		0		0		0		2		5		13		26		33		37		31		16		30

		その他の悪性新生物		52		43		61		3		2		3		2		2		3		8		26		64		93		150		177		188		171		141		166

		良性新生物及びその他の新生物		52		39		66		20		9		5		9		12		21		32		58		80		80		96		104		99		83		59		94

		III血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害		27		12		42		15		8		7		11		15		16		32		34		36		18		31		46		45		58		56		43

		貧血		22		8		37		10		4		2		7		13		14		28		31		32		12		21		38		35		52		54		35

		その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害		5		4		5		5		4		5		4		2		2		4		4		5		6		10		8		9		6		2		8

		IV内分泌，栄養及び代謝疾患		269		222		314		35		9		12		19		25		38		72		121		265		572		811		940		890		677		451		810

		甲状腺障害		22		7		37		4		2		1		2		5		9		16		24		28		38		44		50		50		27		22		43

		糖尿病		155		162		148		-		1		1		3		2		4		14		47		143		339		505		601		617		508		343		536

		その他の内分泌，栄養及び代謝疾患		92		53		129		31		6		10		15		18		26		41		50		94		196		262		290		223		141		86		231

		V精神及び行動の障害		124		112		135		17		29		20		19		42		79		121		144		150		164		195		207		205		220		260		209

		精神分裂病，分裂病型障害及び妄想性障害		38		38		37		0		0		1		2		16		33		60		62		55		43		32		26		17		12		12		23

		気分［感情］障害（躁うつ病を含む）		30		23		38		-		0		1		1		5		11		17		29		33		53		75		83		77		65		26		72

		神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害		34		27		42		1		1		3		8		14		24		34		39		42		45		62		65		57		43		36		57

		その他の精神及び行動の障害		21		24		18		15		28		15		8		6		11		10		14		20		22		25		34		54		100		187		57

		VI神経系の疾患		95		82		109		21		47		52		46		36		38		49		63		89		140		211		244		265		281		211		238

		VII眼及び付属器の疾患		272		192		349		152		122		143		116		118		121		116		96		132		309		686		1,022		1,205		1,216		1,060		967

		白内障		96		57		135		-		0		0		0		0		1		1		2		11		95		329		572		727		748		626		542

		その他の眼及び付属器の疾患		175		135		214		152		122		142		116		118		120		115		94		121		214		358		450		479		468		434		424

		VIII耳及び乳様突起の障害		110		96		123		171		323		194		50		24		25		35		57		79		143		196		281		314		247		165		243

		外耳疾患		19		16		22		66		52		24		8		9		10		13		14		16		21		30		32		35		27		19		30

		中耳炎		51		49		53		101		257		149		32		10		8		11		20		30		55		73		99		125		86		57		89

		その他の中耳及び乳様突起の疾患		14		12		16		1		9		16		6		1		2		4		8		11		21		26		55		59		42		33		42

		内耳疾患		11		6		17		-		-		0		0		1		1		3		7		11		23		34		41		43		31		19		36

		その他の耳疾患		15		14		15		3		5		5		4		3		3		5		8		12		24		34		54		52		60		37		46

		IX循環器系の疾患		892		754		1,024		12		15		19		19		17		19		46		154		566		1,467		2,630		3,796		4,752		5,177		5,355		3,877

		高血圧性疾患		564		433		691		-		-		0		2		1		3		14		93		418		1,030		1,738		2,372		2,854		2,935		2,745		2,348

		（心疾患（高血圧性のものを除く））		146		139		153		6		11		10		8		7		5		11		30		71		206		434		639		826		885		1,038		668

		虚血性心疾患		85		82		88		2		7		6		1		2		1		3		12		37		126		269		392		504		516		537		398

		その他の心疾患		61		57		65		3		4		4		6		6		5		8		18		34		80		165		247		322		369		502		270

		（脳血管疾患）		138		135		141		2		1		1		1		1		1		3		11		43		161		344		630		907		1,163		1,428		719

		脳梗塞		100		100		100		-		0		0		0		0		1		1		6		23		99		240		476		720		911		1,113		550

		その他の脳血管疾患		38		35		40		2		1		1		1		1		1		2		5		21		62		104		154		187		252		315		169

		その他の循環器系の疾患		43		47		40		4		3		7		9		8		9		18		20		33		69		114		155		165		195		143		147

		X呼吸器系の疾患		676		686		666		2,687		3,125		1,696		711		368		342		476		433		356		515		667		807		804		733		579		728

		急性上気道感染症		274		266		282		1,708		1,460		645		289		175		188		246		206		144		165		170		155		144		123		90		148

		肺炎		7		7		7		6		22		19		7		2		3		4		4		3		7		9		12		17		17		29		14

		急性気管支炎及び急性細気管支炎		92		93		92		483		576		246		89		51		50		73		68		46		57		55		60		50		38		41		52

		気管支炎及び慢性閉塞性肺疾患		44		48		40		115		158		63		18		10		14		22		16		18		37		75		125		158		149		149		119

		喘息		123		135		111		256		665		408		165		59		43		57		49		51		91		134		177		191		171		117		159

		その他の呼吸器系の疾患		135		137		134		119		245		315		143		71		44		74		90		94		157		224		277		245		235		153		237

		XI消化器系の疾患		1,198		1,111		1,282		145		552		865		448		554		860		990		1,125		1,389		1,820		1,987		2,055		1,827		1,279		1,020		1,801

		う蝕		250		219		280		-		344		535		247		201		273		275		241		240		248		199		166		131		64		44		147

		歯肉炎及び歯周疾患		188		162		213		-		9		24		36		70		155		169		183		283		333		302		269		232		57		51		228

		その他の歯及び歯の支持組織の疾患		397		360		432		10		137		272		128		223		337		400		438		483		590		603		504		358		237		139		446

		胃潰瘍及び十二指腸潰瘍		94		119		70		1		-		0		1		8		18		37		91		128		173		219		240		247		208		145		222

		胃炎及び十二指腸炎		108		83		132		0		1		4		12		16		31		46		70		99		182		268		367		389		333		288		326

		肝疾患		70		87		53		5		2		1		1		3		9		20		44		83		158		195		215		187		109		90		179

		その他の消化器系の疾患		92		81		102		128		59		28		22		33		36		44		58		73		136		200		294		283		271		263		254

		XII皮膚及び皮下組織の疾患		207		188		225		705		334		183		138		195		224		177		153		165		205		262		313		314		294		267		289

		XIII筋骨格系及び結合組織の疾患		763		557		960		14		36		25		63		67		95		155		292		557		1,137		2,072		3,430		3,969		3,615		2,506		2,998

		炎症性多発性関節障害		58		48		68		-		3		4		7		5		8		12		33		63		109		159		198		207		194		111		178

		脊柱障害		402		349		453		-		1		3		17		30		54		98		177		317		614		1,082		1,784		2,008		1,747		1,204		1,525

		骨の密度及び構造の障害		65		11		116		3		0		0		0		0		0		1		2		10		61		166		379		539		552		444		361

		その他の筋骨格系及び結合組織の疾患		238		150		323		12		31		18		40		32		32		44		80		167		353		666		1,069		1,215		1,122		747		934

		XIV尿路性器系の疾患		172		136		207		34		34		21		16		33		96		172		148		203		257		310		353		376		358		295		338

		糸球体疾患，腎尿細管間質性疾患及び腎不全		55		62		48		9		7		8		10		9		11		19		36		77		117		128		123		118		103		89		118

		乳房及び女性性器の疾患		60		1		117		2		2		1		3		15		62		124		79		88		61		43		30		30		17		10		31

		その他の尿路性器系の疾患		58		74		42		23		25		13		4		9		23		30		33		38		79		139		200		228		238		196		188

		XV妊娠，分娩及び産じょく		14		・		28		・		・		・		-		3		33		72		12		0		-		-		-		-		-		-		-

		流産		2		・		3		・		・		・		-		1		4		7		3		0		-		-		-		-		-		-		-

		妊娠中毒症		0		・		1		・		・		・		-		0		1		2		0		-		-		-		-		-		-		-		-

		単胎自然分娩		0		・		1		・		・		・		-		-		1		2		0		0		-		-		-		-		-		-		-

		その他の妊娠，分娩及び産じょく		12		・		23		・		・		・		-		2		27		61		8		0		-		-		-		-		-		-		-

		XVI周産期に発生した病態		1		1		1		151		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-

		XVII先天奇形，変形及び染色体異常		11		11		11		214		67		17		10		5		5		4		4		6		6		9		10		6		6		3		8

		XVIII症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの		66		54		78		83		72		47		34		25		38		45		47		60		91		126		137		151		132		139		135

		XIX損傷，中毒及びその他の外因の影響		254		281		228		102		281		240		248		222		226		209		199		229		299		333		383		380		391		360		364

		骨折		63		63		62		3		22		48		72		39		34		31		35		49		88		121		157		164		167		167		148

		その他の損傷，中毒及びその他の外因の影響		191		218		166		99		260		193		176		183		192		178		164		179		212		212		226		215		225		193		216

		XX健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用		351		276		423		990		393		128		99		94		196		344		232		323		456		645		804		769		691		556		207

		正常妊娠・産じょくの管理		32		,		64		・		・		・		0		10		67		168		26		0		-		-		-		-		-		-		-

		歯の補てつ		202		174		229		-		3		21		12		29		42		84		120		231		361		527		682		600		517		392		567

		その他の保健サービス		117		102		131		990		390		107		87		55		88		92		86		91		95		118		121		169		173		165		139

		注：総数には年齢不詳を含む。

		資料：統計情報部「平成８年患者調査」
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代表的精神障害について

生活のしづらさにつながる症状は

「情報処理をして行動する」という視点も持ってみよ
う



情報から見た脳の働き

 入力（インプット）：視覚・聴覚・嗅覚・触覚

 分析・統合：入力情報を知識、記憶を動員
して判断し次の行動を決定する

 出力（アウトプット）：喋る・動作する・行動
する





統合失調症：概念

 主として思春期に発病して

 特徴的な幻覚･妄想，解体症状，陰性症状を主
徴とし

 多くは寛解と再燃を繰り返し慢性に経過する

解体症状：まとまりのない会話，まとまりのない行動

陰性症状：感情の平板化,会話の量・内容が乏しくなる，意
欲･自発性の低下、周りの出来事に無関心、集中が長続
きしない



統合失調症：成因

 遺伝因子：関連する遺伝子

 環境因子：胎生期・周産期リスクファクター

幼児期・小児期リスクファクター

から（ストレスに対する）脆弱性が形成され

 それに特異的に働くストレッサーが組み合
わさって発症する



妄想と幻聴

 非現実的で間違った確信で訂正不可能な
もの

 みんなが自分のことを監視する、自分の悪
口を言っている、いやがせをされている、
自分の心の中が知られてしまう

 現実にはない声に話しかけられたり命令さ
れたりする



なぜ妄想を持つの？ 必然性の
病理？

 私たちもすごく落ち込んでいたりすごく疲れている時は、つい同じこと
をくよくよ考えたり、あの時あんなことをしたのが悪かったのじゃない
かなどと思いますし、時には周りの目がちょっと気になったりします

 ただふつうは冷静にいろいろ考えて思い過ごしだと気を取り直します

 しかし、脳の中でドーパミンという物質のバランスが悪いといつも以
上にひらめいてしまいます

 周りで起こっていることは必ず意味がありつながりを持っていると考
えます。確信になります。

 自分が監視されているのじゃないかと思っているとき、家の前に昨日
も止まっていた車が停まっていると、私を監視するために停まってい
るのだと確信に変わります。

 たまたまでしょと訂正しようとしても、あの車は私を監視するのでなけ
ればなぜ毎日家の前に停まるのですかと確信を変えない。



統合失調症の情報処理

 ある刺激に敏感、近接する2つの刺激を意
味を持って結びつける

 刺激を分析・統合するときいくつかの可能
性があるままにせず、絶対的な一つの結
論を持つ

 その結論が重大で囚われてしまうと、新た
な入力が入りにくくなり、出力としての活動
が停滞する。



統合失調症の生活のしづらさ

 あることにとらわれるため新たな刺激に反応で
きないことは集中力のなさのように見られる。

 作業がなかなか進まず、作業能力が低いとみ
なされる

 作業が進まないように見えても頭の中では囚わ
れることに関してものすごく考えていて疲れや
すくなる。ますます作業能率は落ちる。



急性期の治療

 薬物療法：ドーパミンの働きを抑える薬

 精神療法：病気や自分の持つ症状への理
解を深める,本人や家族が持つさまざまな
不安や問題への対処

なんといっても薬物療法が重要でありかつ
きわめて有効である



回復期の治療
 急性期の症状は華々しいがコントロールは容
易

 陰性症状が長期にわたりやすいのでこの改
善が本人にとっても社会にとっても大切

 本人が楽しめるよう、意欲を持てるよう、集中
力が続くよう、人付き合いが苦にならないよう
にする

 リハビリテーション

 副作用の少ない薬剤選択

 地域での生活習慣の安定を図る



回復期の治療：具体的方法

 リハビリテーション：作業療法（園芸,農作
業,手工芸,陶芸) リクリエーション療法

 生活療法：生活技能訓練(SST)
 デイ・ケア、ナイト・ケア：外来での治療

 訪問看護：看護婦(士)、ソーシャルワー
カー が自宅を訪問する

 薬物療法：維持療法

 精神療法



精神障がい者の｢生活障害｣

 対人関係の障害

 作業する能力の障害

 日常生活能力の障害

 体験の不足、経験するチャンスの喪失

 偏見という社会的背景

 恐る恐る地域生活をしないといけない社会
の在り方こそが、生活障害をさらに深める
のだ



患者さんと家族を支える人々と
施設





気分(感情)障害：概念

 基本障害は、気分あるいは感情の変化で
あり、普通抑うつに変化したり昂揚に変化
したりする。再発する傾向にあり個々のエ
ピソードの発症にはストレスとなる出来事
や状況(誘因)と関連することが多い。脳の
神経伝達物質という立場から言えば、モノ
アミン(セロトニン、ノルアドレナリン)の過不
足が起こっていると考えられる。(アミン
仮説)



思考

感情 意欲

心の動きの3要素



こころのエネルギーが下がったら
１． 感情は？

 気持ちが晴れない

 気が滅入る

 悲しくなる

 知らずに涙が出る

 自分自身が情けない

 不安になりやすい



不安は体の症状を作り出す

 ドキドキする、動悸がする

 脈が速い、頭に血が上る

 息苦しい、過呼吸になる

 胸がむかむか、吐きそう、胃が痛い

 腹痛・下痢をする

 おしっこに行きたい、おしっこが漏れそう

 冷や汗が出る、手に汗をかく

 手が震える、足ががくがくする

 頭痛、首の後ろが痛い、肩がこる、



こころのエネルギーが下がったら
2． 思考は？

 思考の流れは油切れの歯車のよう

 集中力がない

 不安なことが浮かんでしまう

 読んでることが頭に入らない

 判断力がない

 決断力がない、思考が行きつ戻りつ

 自信がなくなる

 自分のせいで事がうまくいかない

 周りの人や家族に申し訳ない



こころのエネルギーが下がったら
3． 意欲は？

 やらなければと思うのに手を付けられない

 以前ならパッパッとできたことなのに気が重い

 面倒くさいなあと後回し

 動き出すのもおっくうだ

 起きないといけないと思うのに起きだせない



こころの働きの負のスパイラル

 感情・思考・意欲は互いに負の方向に引っ
張り込む

 感情・思考・意欲はどんどん負の重い症状
になっていく



不安とうつ状態

不安 うつ状態



こころのエネルギー論

 ある課題をクリアするのにはエネルギーが
必要

 その課題の難しさによってクリアすべき壁
の高さは異なる

 人によって同じ課題でも壁の高さは異なる

 同じ人でも状況によって壁の高さは異なる



こころのエネルギー論



こころのエネルギーを減らすもの
 過負荷

 自分の手に負いかねることまでせねばならない

 あれもこれもやらねばならない

 ストレスを受けまくりながらやらねばならない

 喪失体験

 悲哀は直接的にこころのエネルギーを消費する

 支えてくれた人や関係を失う

 人生を戦う武器をなくしてしまう



こころのエネルギーを増やすもの

 休養と栄養補給

 好奇心を満たすこと

 楽しめること

 満たされた気分になること

 自己肯定感を持てること

 肯定的な回想をすること



レジリエンス

 ストレスや不利な状況・状態に対抗して元の状
態に持っていく内在する力

 自然治癒力の源

 圧力によりへこんでしまうのではなく、弾力を
持ってはね返せること

 しなやかさでもある

 自己肯定感はレジリエンスを担保する



うつ状態から回復を早めるには

 私はよくやっているよと自分を褒める

 こうして自己肯定感を持つ

 他者・周囲に合わさなくても良いのだと開
き直ること

 以前はもっとできたのにと言われても、うつ
の回復期だから仕方ないさと思うこと

 ええ加減主義でいいのだと思うこと



うつ状態の生活のしづらさ
 自己に否定的な入力情報には敏感になり、自己
に肯定的な入力情報に懐疑的になる

 快刺激は入りにくく、不快刺激に反応しやすくな
る

 否定的分析・統合

 行動がとれない

 動き出しても否定的刺激に反応して行動制止

 行動が喜びにつながらない

 助言が叱責と感じられ、行動制止か怒りを持つ



自閉スペクトラム症

 DSM-Ⅳ、ICD-10で自閉性障害、アスペル
ガー障害を含む広汎性発達障がいとされて
いたものが、DSM-5,ICD-11では、自閉スペ
クトラム症という連続体モデルでまとめられ
た。

 A.社会的コミュニケーション及び対人的相互
反応における持続的欠陥

 B.行動、興味、または活動の限定された反
復的様式



A.社会的コミュニケーション及び対人的相互反
応における持続的欠陥

 相互の対人的ー情緒関係の欠落

 異常に近づく、通常の会話のやり取りができない

 興味、情動、感情を共有できない

 非言語的コミュニケーション行動の欠如や

まとまりの悪い言語的コミュニケーション

－視線が合わない、身振りの理解ができない

人間関係を発展させそれを維持し理解するこ
との欠陥

－様々な社会状況に合った行動ができない



B. 行動、興味、または活動
の限定された反復的様式

 常同的、反復的な身体運動、物の使用、会話。

 体を奇妙に動かし続ける、

 おもちゃの車を一列に並べる

 オーム返し、場にそぐわない独語の繰り返し

 同一性への固執、習慣への頑なこだわり、言語
的、非言語的な儀式的行動様式

 強度で異常なほど限定され執着する興味

 感覚刺激に対する過敏さと鈍感さ、ある感覚的
側面への並外れた興味



自閉スペクトラム症

 症状は発達早期に存在した（3歳以前とは
限定されない）

 社会的、職業的、その他重要な領域にお
ける機能に臨床的に明らかな障害を引き
起こしている。

 症状があっても生活上の障害をもたらして
いなければ病気であると診断してはいけな
い、まさに特性そのもの



自閉スペクトラム症の認知機能

 強み

 機械的記憶：正確なカタログ的知識

 視覚表現：一度見ただけのものでも正確に描ける

 弱み

 社会相互関係ができない

 自分流の解釈・理解

 変化に適応できない

 感覚（聴覚、触覚、視覚）の過敏さと鈍感さの
混在。



自閉スペクトラム症の就労支援
 失敗に対処する際のコミュニケーション・社会
性の不足

 失敗の報告と謝罪ができない

 自分の立場ばかり主張する

 言い訳が饒舌すぎる

 表情や態度が適切でない

 身体不調を訴えて逃避してしまう

 入力、分析・統合、出力の特性から生じている
ことを理解する



自閉スペクトラム症の情報処理
 刺激に対する過敏さと鈍感さ

 刺激の取捨選択ができない

 注意の適度な転換が苦手、集中しすぎる

 神経過程のつながりが、停止したり、いくつかの
過程が繰り返されたりして反復活動が多い

 他者の心の動きを自分の心の動きで置き換える

 内的刺激にも反応しやすい

 不快な内的刺激を抑えるために独自の方法を持
つ
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知的能力障害者の適応障害
入力(インプット)の障害＝知覚における障害

 聞こえすぎる、見えすぎるなどの過敏性

 見え方、聞こえ方が健常者と異なる可能性

 注意の適切な変換ができない

 聞いているように見えて聞こえていない

 触覚の過敏性
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知的能力障害者の適応障害
統合過程での障害＝状況把握における障害

 入ってきた情報を統合する。（過去の記憶、経験、
知識を利用して状況をつかむ)過程での障害

 入ってきた情報に誘発されて過去の出来事がフ
ラッシュバック

 ある心理状況になると過去の出来事がフラッシュ
バック

 聞いたことの意味が理解できない

 起こった事態への適応方法の持ち駒が少ない

 新しい適応方法を見つけにくい
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知的能力障害者の適応障害
出力(アウトプット)の障害

 理解できないままの従来通りの行動での障害

 手先の不器用さ、協調運動の障害

 話し方・表現の下手さ：思いを言えない

 大声で叫ぶ、泣く

 不快感から怒り出す、パニックになる

 いきなりの（ように見える）行動



精神障害者は罪を犯しやすいか？

 毎年出される「犯罪白書」の第４篇第10章
精神障害のある者による犯罪等に警察庁が作
成した表が載っている。

 警察の犯罪統計では「精神障害者」と「精神障害
の疑いのある者」をあわせて「精神障害者等」とし
ている

 「精神障害者」は精神保健福祉法第5条の者

 「精神障害の疑いのある者」は精神保健福祉法
23条の規定による都道府県知事への通報の対
象となるもののうち、精神障害者以外の者 すな
わち 犯罪を犯して検挙されて初めて精神障害
者ではないかと疑われた者



平成29年の統計を見てみよう

 日本の人口は1250十万人

 精神障害者数は厚生労働省の統計では
419万人 42十万人



４－９－１－１表 精神障害者等による刑法犯 検挙人員（罪名別）

（平成29
年）

区 分総 数殺 人強 盗放 火

強制性交
等 ・
強 制 わ い
せ つ

傷害・暴
行

脅 迫窃 盗詐 欺そ の 他

検挙人員総数（Ａ）215,003 874 1,704 579 3,747 46,675 2,808 109,238 9,928 39,450 

精神障害者等（Ｂ） 3,260 117 64 108 41 807 87 1,152 148 736 

精 神 障 害 者 2,002 68 42 57 33 492 47 707 92 464 

精神障害の疑いの
あ る 者 1,258 49 22 51 8 315 40 445 56 272 

Ｂ／Ａ（％） 1.5 13.4 3.8 18.7 1.1 1.7 3.1 1.1 1.5 1.9 
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精神障害者、非精神障害者の
犯罪率

 精神障害者・非精神障害者の犯罪率はその分母を
精神障害者数、（全人口ー精神障害者数）にしない
といけないという意見がある。

 厚労省の資料 精神障害者数 419万人 精神障害
の疑いの人はここには含まれない。これを真精神障
害者とする。

 精神障害者の検挙件数を分子にしたとき真精神障
害者10万人あたりの数になる

 精神障害者等の検挙件数を分子にしたとき精神障
害者10万人あたりの数になる
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精神障害者の犯罪率の分母は精神
障害者数では多く見積もりすぎ

 精神障害者の犯罪率は真精神障害者の
犯罪率でみるか

 精神障害の疑いのある人の人口の推定値
を分母に、分子に精神障害の疑いのある
人の検挙件数とした犯罪率も併記しないと
いけない



精神障害の疑いのある人の
推定人口

 厚労省統計ではその実数は全く現れていない。

 国勢調査の時に精神科受診歴を書いてもらうか、
精神症状問診票を書いてもらうしかない。そんな
ことはあり得ない。

 犯罪率が真精神障害者と精神障害の疑いのあ
る人で同じだと仮定する。

 精神障害の疑いのある人の総数＝420万人
÷2002×1258＝264万人
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精神障害者は乱暴者ではない！
平成29年の統計では

 精神障害者も精神障害の疑いのある人も
殺人、放火でも際立って高いわけではない
ことが分かる。

 殺人は2～3倍。放火は3～4倍程度。

 傷害・暴行は非精神障害者の1/4でしかな
い。

 精神障害者は乱暴者ではない！



令和2年の統計を見ていこう

 日本の人口は 1億2500万人 1250 十万人

 精神障害者数 614万8千人 61 十万人
区 分総 数殺 人強 盗放 火

強 制 性 交 等 ・
強 制 わ い せ つ

傷 害 ・ 暴 行脅 迫窃 盗詐 欺そ の 他

検
挙
人
員
総
数
（A）

182,582 878 1,654 582 3,937 43,709 2,862 88,464 8,326 32,170 

精
神
障
害
者
等
（B）

1,345 61 17 86 21 426 55 267 33 379 

精 神 障 害 者 940 37 11 58 12 318 32 162 22 288 
精 神 障 害 の 疑 い の あ る 者 405 24 6 28 9 108 23 105 11 91 

B／
A（
％）

0.7 6.9 1.0 14.8 0.5 1.0 1.9 0.3 0.4 1.2 



精神障害の疑いのある人と真精神障害との犯罪総数の犯罪率は同じだと仮定
する

精神障害の疑いのある人の総数＝614万人÷940×405＝264万人
非精神障害者＝1258-61-26＝1171十万
人

区 分総 数殺 人強 盗放 火

強 制 性 交
等 ・
強制わいせ

つ

傷害・暴
行

脅 迫窃 盗詐 欺そ の 他

非精神障害者10万人あた
り

155.0 0.70 1.40 0.42 3.34 36.96 2.40 75.32 7.08 27.15 

真精神障害者10万人あた
り

15.31 0.60 0.18 0.94 0.20 5.18 0.52 2.64 0.36 4.69 

精神障害の疑10万人当た
り

15.34 0.91 0.23 1.06 0.34 4.09 0.87 3.98 0.42 3.45 
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殺人・放火は精神障害者が多いは
まったく誤情報だった！

 統計の取り方でいくらでも誤った結論を導
き出せる

 母集団を厳密にすること

 殺人においては精神障害者と非精神障害
者の検挙率は変わらない。

 放火においても2倍程度

 傷害・暴行は1/7である

 精神障害者は怖い存在はまったくの偏見



偏見と誤解の構造

 ｢了解不能（訳がわからない）｣の心の動きを
「何をしでかすか分からない」に拡大解釈

 非精神障害者のすることは予測可能という誤解

 生活障害の結果としての振る舞い・行動に対
する嫌悪感・恐怖感

 陰性症状から陽性症状への拡大解釈

 違和感を持つ相手が弱者だから差別する



偏見と誤解の再生産

 知的障害を伴わない発達障害者が新たな
差別・偏見の標的になろうとしている

 発達障害の存在が知られてきた。中途半
端な理解でレッテル貼りだけが横行する。

 ある凶悪犯罪の犯人が発達障害者であっ
たことがマスコミで大々的に報じられる

 ｢了解不能｣の拡大解釈がある



社会福祉法人息吹を利用する
人々の活動の様子を知ろう

 社会福祉法人息吹 (ibuki-minoh.com)

活動紹介ビ
デオはここ

http://ibuki-minoh.com/


障害がある人と共に生きる社会とは
 精神疾患の連続体モデルへの移行とは「健康」
から「障害」はどこかで境界線を引けるものでな
いことを示す

 生活のしづらさが顕著な者が「障がい者」である。

 健常者が障がい者を弁別・差別したり逆に支援
するという、一方向の関係ではない。

 健常者が障害者から見えない支援を受けている。

 生活のしづらさをなるべく均等にして行こう

 多様性があって当然と理解し、その間の折り合い
のつけ方を見つけていこう



2004年2月23日 箕面公園のサル 何を瞑想する？
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